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IFALPA Position Paper 

「Use of Social Media by Pilot」を紹介します 
  

2025 年 1 月 15 日に IFALPA より Position Paper が発行されました。近年、インターネットを利

用して個人や企業が情報を発信・共有・拡散し、相互にコミュニケーションできる、所謂「Social 
Media」が広く発達しており、我々Pilot の日常生活にも深く関わりが深くなってきています。 
この Position Paper では、この「Social Media」が Pilot にどう影響を及ぼし、どの様な危険性を秘

めているかを紹介しています。是非参照して、日々の「Social Media」の使い方の参考にしてください。 
 
＜Social Media の例＞ 

SNS、ブログ、動画共有サイト、メッセージアプリ、電子掲示板、情報共有サイト など 
 
＜主な懸念点＞ 
① Equipment：機器 

スマートフォン、小型デバイスなどの機器が、飛行の安全性に重大な影響を及ぼす場合がある。 
⇒操縦室で座席を動かした際に、Pilot 所有のカメラが Side-stick を不意に前方に倒し、緊急   

降下に陥り、多くのけが人を出した。 
⇒電子機器がスラストレバーを Jam させて一時的にスラストを動かせなくなった。 
⇒床に落としたスマートフォンを座席と Pedestal で挟んでしまい、煙が発生した。 

 
② Distraction：注意散漫 

FAA の規定でも禁止されているように、コクピットでの Social Media の使用は Pilot の注意散漫

を容易に引き起こしてしまい、安全性を大きく低下させる。 
 

③ Misuse of personal data：個人情報の不適切利用 
航空機に装備されているボイスレコーダーなどで録画される事故調査に使用されるものと違い、

Pilot自身や、航空ファンによって個人の機器で録画・録音される媒体は、時に不適切に利用され、

結果的に不幸な結果に繋がる場合がある。 
⇒自身が安全だと思ってネットに挙げたコメントで、会社より停職を強いられた。 
⇒旅客が撮影したビデオが原因で、Pilot が地上業務を強いられた。 

 
④ Security implications：保安的な側面 

コクピット内外に関わらず、Pilot 制服で撮られた写真やビデオがオンライン上に挙げられること

は、保安上大きな脅威となり、これらのデータが悪用される可能性がある。 
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＜IFALPA POSITION＞ 
Social Media を使用するということは、個人的にビデオや写真を撮ることも含め、常に安全・保安

上の危険が潜んでいることを十分に理解すると共に、これらをオンラインで共有することが不幸な結

果を招く可能性があることを軽視すべきではありません。場合によっては、Pilot としてのキャリアや

私生活にも重大な影響を及ぼす可能性があることを認識しなければなりません。 
また、この様に注意し、行動することによって Pilot がプロフェッショナルとしてより確立され、地位

向上に繋がり、その先にはより安全性の高い、社会的信用の高い航空産業へと繋がっていくと考え

ます。 
以 上 

 



 

 

 

 


